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Ⅰ 調査の概要 
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Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

生駒市では、「生駒市男女共同参画行動計画（第３次）」（以下「現計画」という。）の期間満了（令

和６年度末）に伴い、現計画策定・改訂後の社会情勢の変化や新たな課題に対応するため、令和７

年度から１０年間を計画期間とする「生駒市男女共同参画行動計画（第４次）」（以下「次期計画」

という。）を策定する。その検討のため、男女共同参画の現状、課題や認識の状況などについて、

基礎資料を得ることを目的に本調査を実施した。 

 

２．調査の方法 

市民を対象とした調査 

調査対象：16歳以上の市民 

調査対象の抽出方法：住民基本台帳より無作為抽出 

調査方法：郵送配布・郵送回収による郵便調査法 

調査期間：令和 5年 9月 1日～平成 5年 10月 11日 

回収状況：発 送 件 数／3,000件 

有効回答数／911件 

有効回答率／30.4％ 

 

３．報告書の見方 

（１）比率は全てパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出したため、パーセント

の合計が 100％にならないこともある。 

（２）複数回答が可能な質問では、構成比の母数は回答数とし、その項目を選択した人が全体の何％

なのかという見方をした。そのため、各項目の比率を合計しても 100％とはならない。 

（３）本報告書の表の見出し及び文章中での回答選択肢の表現は、趣旨が変わらない程度に簡略化

して掲載されている場合がある。 

（４）報告書中のグラフにおいて、値の小さい項目は表記が省略されている場合がある。 
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Ⅱ 市民調査結果 
 

１．男女共同参画について 

（１）性別役割分担意識 

 

 

 

 

●今回調査では、「男は仕事、女は家庭」という考え方については、「そう思わない」が 72.7％、

「そう思う」が 2.9％となり、思わない人が 7 割以上となっている。 

●過去の調査結果と比較すると、「そう思う」が毎回減少し、平成 15 年調査の 19.0％、前回の

8.3％から今回調査では 2.9％と減少した。「そう思わない」は毎回増加し、41.5％から前回

53.3％、今回調査では 72.7％となっている。 

 

図表 性別役割分担意識－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●性別にみると、「そう思う」は、男性が4.6％で、女性が1.6％と、男性のほうが高くなってい

る。 

 

図表 性別役割分担意識－性別 

問１① あなたは「男は仕事、女は家庭を担うべきだ」という考え方についてどう思いま

すか。（いずれか１つに○） 

1.6%

4.6%

0.0%

74.2%

71.0%

75.0%

23.4%

23.8%

25.0%

0.6%

0.3%

0.0%

0.2%

0.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらともいえない (n=12)

そう思う そう思わない どちらともいえない わからない 無回答

2.9%

8.3%

19.0%

72.7%

53.3%

41.5%

23.8%

36.3%

36.2%

0.4%

1.0%

1.4%

0.2%

1.1%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回調査

(N=911)

H25年調査

(N=1,401)

H15年調査

(N=1,317)

そう思う そう思わない どちらともいえない わからない 無回答
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●今回調査では、「結婚したら妻が夫の姓を名乗る方がよい」という考え方については、「そう

思わない」が 41.1％、「そう思う」が 18.9％となり、思わない人が 4 割程度となっている。 

 

図表 性別役割分担意識－全体 

 

●性別にみると、「そう思う」は、男性が24.7％、女性が14.6％と、男性のほうが多くなってい

る。どちらともいえないは「そう思わない」が男性、女性と比べて58.3％と高くなっている。 

 

図表 性別役割分担意識－性別 

 

 

 

問１② あなたは「結婚したら妻が夫の姓を名乗る方がよい」という考え方についてどう

思いますか。（いずれか１つに○） 

14.6%

24.7%

16.7%

44.1%

36.3%

58.3%

38.7%

37.7%

25.0%

2.0%

1.4%

0.0%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらともいえない (n=12)

そう思う そう思わない どちらともいえない わからない 無回答

18.9% 41.1% 38.0%

1.8%

0.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

そう思う そう思わない どちらともいえない わからない 無回答

(N=911)
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●今回調査では、「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる方がよい」という考え方につい

ては、「そう思わない」が 42.6％、「そう思う」が 23.3％となり、思わない人が 4 割程度となっ

ている。 

 

図表 性別役割分担意識－全体 

 

●性別にみると、「そう思う」は、男性が36.6％で、女性が13.5％と男性のほうが多くなってい

る。「そう思わない」はどちらともいえないが58.3％で女性よりも7.5％多くなっている。 

 

図表 性別役割分担意識－性別 

 

 

 

問１③ あなたは「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる方がよい」という考え方

についてどう思いますか。（いずれか１つに○） 

13.5%

36.6%

33.3%

50.8%

30.9%

58.3%

34.2%

31.4%

8.3%

1.4%

1.1%

0.0%

0.2%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらともいえない (n=12)

そう思う そう思わない どちらともいえない わからない 無回答

23.3% 42.6% 32.8%

1.2%

0.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

そう思う そう思わない どちらともいえない わからない 無回答

(N=911)
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●今回調査では、「子どもが３歳くらいまでは、母親のもとで育てる方がよい」という考え方に

ついては、「そう思う」が 40.8％、「そう思わない」が 23.4％となり、思う人が 4 割となってい

る。 

 

図表 性別役割分担意識－全体 

 

●性別にみると、「そう思う」と回答した割合は、男性（44.4％）が最も多くなっている。「そ

う思わない」と回答した割合は、どちらともいえない（41.7％）が最も多くなっている。 

 

図表 性別役割分担意識－性別 

 

 

 

問１④ あなたは「子どもが３歳くらいまでは、母親のもとで育てる方がよい」という考

え方についてどう思いますか。（いずれか１つに○） 

37.9%

44.4%

33.3%

25.2%

20.9%

41.7%

34.0%

30.9%

16.7%

2.7%

3.8%

8.3%

0.2%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらともいえない (n=12)

そう思う そう思わない どちらともいえない わからない 無回答

40.8% 23.4% 32.4%

3.3%

0.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

そう思う そう思わない どちらともいえない わからない 無回答

(N=911)
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（２）男女の地位の平等 

 

 

 

 

●男女の地位の平等感については、「男性優位」が多い項目は、「政治の場」の 58.7％、「社会

全体として」の 42.9％、「就職や職場」の 31.0％、「社会通念や慣習」の 30.5％となっている。 

●「平等」が多い項目では、「学校教育の場」が 56.6％、「地域活動の場」の 40.9％、「法律や

制度の上」の 37.5％となっている。 

 

図表 男女の地位の平等－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 現在、日本では次にあげる分野で男女の地位は平等になっていると思いますかあな

たの気持ちに最も近いものをお答えください。（いずれか１つに○） 

42.9%

6.7%

31.0%

11.1%

12.2%

30.5%

19.8%

58.7%

46.0%

32.6%

50.4%

38.5%

34.6%

51.4%

38.3%

31.0%

8.0%

56.6%

14.9%

40.9%

33.9%

16.0%

37.5%

9.2%

2.0%

2.3%

2.2%

7.4%

15.0%

1.3%

2.3%

0.5%

0.7%

0.2%

0.4%

0.8%

3.4%

0.1%

0.9%

0.1%

0.4%

1.5%

1.1%

1.3%

0.9%

0.7%

1.2%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１ 社会全体としては

２ 学校教育の場では

３ 就職や職場では

４ 地域活動の場では

５ 家庭生活では

６ 社会通念や慣習では

７ 法律や制度の上では

８ 政治の場では

(N=911)

男性優位 やや男性優位 平等 やや女性優位 女性優位 無回答
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●男女間で傾向を比較すると、いずれの項目においても、女性よりも男性の方が「平等」をよ

り多く選択している。また、男性よりも女性の方が「男性優位」「やや男性優位」を多く選択し

ている。 

 

図表 男女の地位の平等－性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

男性優位
やや男性

優位
平等

やや女性

優位
女性優位 無回答

女性 49.6 44.1 4.9 1 - 0.4

男性 33.9 48.5 12.2 3.3 1.6 0.5

女性 7 36.9 53.1 0.8 - 2.1

男性 6.2 27.1 61 4.6 0.5 0.5

女性 33 51.6 12.3 2 - 1.2

男性 28.2 49.3 17.9 2.4 1.1 1.1

女性 12.5 43.8 37.5 4.5 0.4 1.4

男性 8.9 32.2 45 11.7 1.1 1.1

女性 17.2 40 28.1 12.5 1.4 0.8

男性 4.9 27.9 41.2 19 6.2 0.8

女性 36.7 50 11.3 1 - 1

男性 21.4 54.5 22.2 1.4 0.3 0.3

女性 25.2 43.4 27.3 2.3 0.2 1.6

男性 11.7 32 51.5 2.2 1.9 0.8

女性 66.6 26.8 5.9 0.2 - 0.6

男性 48.5 35.8 14.1 1.1 0.3 0.3

女性 (n=512) 男性 (n=369)

７　法律や制度の上で

は

８　政治の場では

１　社会全体としては

２　学校教育の場では

３　就職や職場では

４　地域活動の場では

５　家庭生活では

６　社会通念や慣習で

は
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（３）女性が職業を持つことについての考え 

 

 

 

 

●女性が職業を持つことに対する考え方では、「職業を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける」が

64.2％、「いったん退職し、育児終了後再び職業を持つ」が21.0％と、職業を持ち続けることが

望ましいとの考え方が大半を占めている。 

●前回調査と比較すると、「職業をもち、結婚や出産後も仕事を続ける」が大幅に増えている。 

 

図表 女性が職業を持つことについての考え－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 女性が職業を持つことについて、あなたはどうお考えですか。 

（いずれか１つに○） 

64.2%

37.8%

33.7%

21.0%

37.5%

41.7%

0.5%

3.1%

3.4%

0.7%

4.2%

6.8%

0.7%

1.6%

9.2%

7.9%

5.3%

3.0%

6.5%

4.8%

1.4%

2.2%

2.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回調査

(N=911)

H25年調査

(N=1,401)

H15年調査

(N=1,317)

１ 職業を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける方がよい
２ いったん退職し、育児終了後再び職業を持つ方がよい
３ 結婚を機会に家庭に入り、あとは職業を持たない方がよい
４ 出産を機会に家庭に入り、あとは職業を持たない方がよい
５ 女性は職業を持たない方がよい
６ その他
７ わからない
無回答
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●性別にみると、男女ともに「職業を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける」が多くなっており、

男女に大きな差は見られない。どちらともいえないは「職業を持ち、結婚や出産後も仕事を続

ける」が 41.7％と、男性、女性よりも約 23％少なくなっている。 

 

図表 女性が職業を持つことについての考え－性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.8%

64.5%

41.7%

21.5%

19.8%

25.0%

1.4%

0.6%

0.8%

8.8%

9.8%

16.7%

2.9%

2.4%

16.7%

1.4%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらでもない (n=12)

職業を持ち、結婚や出産後も仕事を続ける方がよい
いったん退職し、育児終了後再び職業を持つ方がよい
結婚を機会に家庭に入り、あとは職業を持たない方がよい
出産を機会に家庭に入り、あとは職業を持たない方がよい
女性は職業を持たない方がよい
その他
わからない
無回答
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（４）必要な支援 

 

 

 

 

 

●職業生活における男女の活躍をさらに推進するために必要な支援については、「保育や介護の

ための施設・サービスの充実」が 74.4％、「育児・介護休業や短時間勤務制度の充実、制度が

利用しやすい職場環境」が 73.7％であり、いずれも 7 割以上を占めている。 

 

図表 必要な支援－全体 

 

問４ 育児や介護、家事などに費やす時間を男女間でバランスの取れたものとし、職業生

活における男女の活躍をさらに推進するために、どのような支援が必要だと思います

か。（あてはまるものすべてに○） 

74.4%

48.7%

73.7%

53.0%

31.6%

52.3%

53.5%

4.4%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保育や介護のための施設・サービスを充実すること

残業を少なくし、テレワークを推進するなど、勤務環境を整備

すること

育児・介護休業や短時間勤務制度の充実、制度が利用しやすい

職場環境であること

育児や介護で退職しても同一の職場に再雇用される制度がある

こと

技術・知識の習得や資格の取得を支援すること

給与などで男女間格差をなくすこと

「男は仕事、女は家庭」という性別での役割分担意識を解消す

ること

その他

無回答

(N=911)
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●性別にみると、「保育や介護のための施設・サービスの充実」は男性の方が多くなっているが、

他の項目は女性の方が多くなっている。 

●「給与などで男女間格差をなくすこと」はどちらともいえないが 75.0％と突出して多くなっ

ている。 

●「『男は仕事、女は家庭』という性別での役割分担の解消」については、特に女性の回答が多

くなっている。 

 

図表 必要な支援－性別 

 

73.0%

50.8%

76.6%

54.9%

32.6%

53.9%

60.2%

4.1%

76.4%

46.3%

70.5%

50.9%

30.6%

49.6%

44.4%

4.3%

75.0%

50.0%

66.7%

58.3%

41.7%

75.0%

50.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保育や介護のための施設・サービスを充実

すること

残業を少なくし、テレワークを推進するな

ど、勤務環境を整備すること

育児・介護休業や短時間勤務制度の充実、

制度が利用しやすい職場環境であること

育児や介護で退職しても同一の職場に再雇

用される制度があること

技術・知識の習得や資格の取得を支援する

こと

給与などで男女間格差をなくすこと

「男は仕事、女は家庭」という性別での役

割分担意識を解消すること

その他

女性 (n=512) 男性 (n=369) どちらでもない (n=12)
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（５）平日の家事時間 

 

 

 

 

●平日の家事時間では、「２時間以上４時間未満」が 24.5％と最も多く、次いで「1 時間以上２

時間未満」の 17.5％、「30 分以上１時間未満」の 15.9％などとなっている。 

●前回調査と比較すると、「まったくしない」や「30分未満」が減少し、「30分以上１時間未満」

から「４時間以上６時間未満」の割合が増加している。 

 

図表 平日の家事時間－全体 

 

●性別にみると、男性は、「30分以上１時間未満」が31.2％で最も多く、次いで「１時間以上２

時間未満」が24.1％、「30分未満」が20.9％となっている。女性は、「２時間以上４時間未満」

が34.0％で最も多く、次いで「４時間以上６時間未満」の23.6％、「１時間以上２時間未満」の

12.3％となり、男性に比べて長い時間を費やしている人が多い。 

●どちらともいえないは「30分未満」が41.7％、「まったくしない」が16.7％で、男性や女性よ

りも短い傾向にある。 

 

図表 平日の家事時間－性別 

 

問５ あなたが家事（育児・介護等を含めて）をする時間は、平日の平均で１日どのくら

いですか。（いずれか１つに○） 

3.1%

7.6%

16.7%

2.5%

20.9%

41.7%

5.3%

31.2%

8.3%

12.3%

24.1%

16.7%

34.0%

11.9%

0.0%

23.6%

2.2%

8.3%

10.0%

0.8%
0.0%

7.8%

0.3%
8.3%

1.4%

1.1%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらともいえない (n=12)

まったくしない ３０分未満 ３０分以上１時間未満

１時間以上２時間未満 ２時間以上４時間未満 ４時間以上６時間未満

６時間以上８時間未満 ８時間以上 無回答

5.0%

10.3%

15.0%

10.6%

16.9%

18.1%

15.9%

13.8%

11.2%

17.5%

12.4%

9.6%

24.5%

21.9%

18.5%

14.5%

11.5%

12.3%

5.9%

5.3%

4.8%

4.7%

6.6%

7.3%

1.3%

1.3%

3.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回調査

(N=911)

H25年調査

(N=1,401)

H15年調査

(N=1,317)

１ まったくしない ２ ３０分未満
３ ３０分以上１時間未満 ４ １時間以上２時間未満
５ ２時間以上４時間未満 ６ ４時間以上６時間未満
７ ６時間以上８時間未満 ８ ８時間以上
無回答
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（６）家事・育児等の役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

●家事などの家庭内での役割分担については、「現実」ではいずれの項目においても、女性によ

る「どちらかというと自分」の回答が、男性より多くなっている。「ゴミ出し」、「自治会などの

地域活動」は他の項目と比べて男性による「どちらかというと自分」が多い。 

●「理想」では、男女ともにどの項目も「半々ずつ分担」がほぼ半数以上となっている。 

 

図表 家事・育児等の役割分担－性別（一覧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族でお住まいの方におたずねします。 

問６ あなたの家庭では、次にあげるようなことは、現在どなたが担当されていますか。

（現実）。また、理想としては、どなたが担当するのがいいと思いますか。（理想） 

現実から１つ、理想から１つを選んでください。（１つずつに○）。 

（％）

どちらか

というと

自分

半々ずつ

分担

どちらか

というと

自分以外

無回答

どちらか

というと

自分

半々ずつ

分担

どちらか

というと

自分以外

無回

答

女性 79.9 7.9 7.9 4.3 27.1 60.3 3.8 8.8

男性 8.5 12.1 76.6 2.8 3.1 59.4 33.0 4.5

女性 66.7 18.6 10.5 4.3 12.0 68.6 10.7 8.8

男性 22.8 27.0 47.0 3.1 10.4 70.4 14.9 4.2

女性 69.7 17.9 8.1 4.3 11.5 74.8 4.9 8.8

男性 15.5 31.3 48.7 4.5 7.0 73.0 15.8 4.2

女性 72.2 14.5 9.2 4.1 28.8 58.1 3.8 9.2

男性 11.3 18.0 68.2 2.5 5.9 62.8 25.9 5.4

女性 42.7 21.8 31.4 4.1 8.1 60.5 22.6 8.8

男性 38.0 25.9 33.2 2.8 25.4 61.1 9.0 4.5

女性 61.3 24.8 9.2 4.7 25.0 61.1 5.8 8.1

男性 9.3 43.4 44.2 3.1 4.2 74.1 16.6 5.1

女性 60.0 17.9 17.7 4.3 31.2 47.9 12.0 9.0

男性 23.4 17.2 55.8 3.7 14.9 51.0 29.3 4.8

女性 51.5 20.9 7.7 19.9 7.3 69.9 4.3 18.6

男性 3.4 36.6 44.5 15.5 1.4 76.1 12.1 10.4

女性 47.0 19.2 10.7 23.1 3.4 72.0 6.4 18.2

男性 9.6 36.3 38.6 15.5 3.4 76.1 10.7 9.9

女性 46.4 22.2 23.9 7.5 2.6 66.5 20.9 10.0

男性 32.7 25.1 36.3 5.9 16.6 68.5 9.9 5.1

女性 (n=468) 男性 (n=355)

現実 理想

10　自治会などの地域

活動

９　高齢者や病人の介

護

３　掃除

４　洗濯

５　ゴミ出し

６　買物（日用品）

７　家計の管理

８　子どもの世話やし

つけ

１　食事のしたく

２　食事の後かたづけ
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（７）育児休業や介護休業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●育児休業制度や介護休業制度についての利用状況をたずねたところ、育児休業制度は、「女性

は利用している」が30.5％で最も多くなっており、「男性も女性も利用している」が27.7％と続

いている。 

●介護休業制度では、「制度はあるが、利用している人がいるかどうか知らない」が 25.7％、「制

度があるかどうか知らない」が 23.2％と多くなっている。 

 

図表 育児休業や介護休業の利用状況－全体 

 

問７ 就労されている方におたずねします。（就労されていない方は問８へ） 

問７－１ 育児休業や介護休業について、あなたの職場であてはまるものをお答えくだ

さい。 

（①、②のそれぞれについて、いずれか１つに○） 

①育児休業について 

②介護休業について 

27.7%

16.0%

30.5%

5.9%

0.2%

0.6%

7.3%

13.5%

8.7%

25.7%

13.9%

23.2%

2.6%

5.7%

9.1%

9.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①育児休業

②介護休業

(N=495)

１ 男性も女性も利用している
２ 女性は利用している
３ 男性は利用している
４ 制度はあるが、利用する人はいない
５ 制度はあるが、利用している人がいるかどうか知らない
６ 制度があるかどうかわからない
７ 制度を知らない
無回答
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① 育児休業について 

●性別にみると、育児休業制度の利用状況は、女性は「女性は利用している」（33.3％）が多く、

男性は「男性も女性も利用している」（31.3％）が多く、どちらともいえないは「男性も女性も

利用している」（71.4％）が多くなっている。 

 

図表 育児休業の利用状況－性別 

 

② 介護休業について 

●同様に、性別に介護休業制度の利用状況をみると、「制度があるかどうかわからない」「制度

はあるが、利用している人がいるかどうか知らない」が多くなっている。 

 

図表 介護休業の利用状況－性別 

 

24.3%

31.1%

14.3%

33.3%

26.6%

71.4%

0.0%

0.4%

0.0%

3.7%

11.1%

0.0%

8.6%

9.0%

0.0%

17.7%

10.2%

14.3%

2.5%

2.9%

0.0%

9.9%

8.6%
0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=243)

男性 (n=244)

どちらともいえない (n=7)

男性も女性も利用している
女性は利用している
男性は利用している
制度はあるが、利用する人はいない
制度はあるが、利用している人がいるかどうか知らない
制度があるかどうかわからない
制度を知らない
無回答

16.0%

16.0%

14.3%

7.8%

4.1%

0.0%

0.0%1.2%

0.0%

9.5%

18.0%

0.0%

24.7%

26.2%

28.6%

27.2%

19.3%

28.6%

4.5%

6.1%

28.6%

10.3%

9.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=243)

男性 (n=244)

どちらともいえない (n=7)

男性も女性も利用している
女性は利用している
男性は利用している
制度はあるが、利用する人はいない
制度はあるが、利用している人がいるかどうか知らない
制度があるかどうかわからない
制度を知らない
無回答
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●育児休業制度や介護休業制度についての取得状況をたずねたところ、育児休業制度は、「取得

したことがない」が37.6％で最も多くなっている。 

●介護休業制度では、「取得したことがない」が 48.3％と最も多くなっている。 

 

図表 育児休業や介護休業の取得状況－全体 

 

① 育児休業について 

●性別に育児休業制度の取得状況についてみると、どれも「取得したことがない」が最も多く、

男性では「制度がなかった」が19.3％と他に比べて割合が大きくなっている。 

 

 

図表 育児休業の取得状況－性別 

 

 

 

問７－２ あなたは育児休業や介護休業を取得したことはありますか。 

①～②のの項目ごとに１つずつ○をつけてください。 

25.9%

7.0%

14.3%

30.9%

44.3%

42.9%

1.6%

2.9%

0.0%

21.8%

16.8%

42.9%

9.1%

19.3%

0.0%

10.7%

9.8%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=243)

男性 (n=244)

どちらともいえない (n=7)

取得したことがある 取得したことがない
取得したかったが、取得できなかった 取得する必要がなかった
制度がなかった 無回答

16.4%

3.0%

37.6%

48.3%

2.4%

2.2%

19.6%

25.7%

13.9%

10.3%

10.1%

10.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①育児休業

②介護休業

(N=495)

取得したことがある 取得したことがない

取得したかったが、取得できなかった 取得する必要がなかった

制度がなかった 無回答
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② 介護休業について 

●同様に、性別に介護休業制度の取得状況をみると、どれも「取得したことがない」が最も多

くなっている。 

 

図表 介護休業の取得状況－性別 

 

 

 

3.3%

2.9%

0.0%

49.8%

46.7%

57.1%

2.1%

2.5%

0.0%

25.5%

25.0%

42.9%

7.4%

13.5%

0.0%

11.9%

9.4%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=243)

男性 (n=244)

どちらともいえない (n=7)

取得したことがある 取得したことがない

取得したかったが、取得できなかった 取得する必要がなかった

制度がなかった 無回答
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●「取得したかったが、取得できなかった」理由として、「代替要員が不足しているため」が

42.9％と最も多く、「育児と仕事を両立しづらい職場風土、雰囲気であるため」が 33.3％、「上

司や職場の同僚の理解が得られないため」が 28.6％となっている。 

 

図表 取得できなかった理由－全体 

 

問７－２－１ 前問でいずれか一つでも、「３取得したかったが、取得できなかった」を

選択した方におたずねします。取得できなかった理由は何ですか。（○は３つまで） 

42.9%

23.8%

33.3%

28.6%

9.5%

4.8%

9.5%

4.8%

4.8%

19.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

代替要員が不足しているため

休業の制度を利用することにより収入が減ると、生活に困るた

め

育児と仕事を両立しづらい職場風土、雰囲気であるため

上司や職場の同僚の理解が得られないため

育児休業・介護休業制度について、よく分からないため

パートナーが取得し子育てを担当するので、自分は不要である

ため

後のキャリア形成に影響しそうだったため

同じ仕事や職場に復帰できるめどがたたなかったため

職場から、取得すると人事評価が不利になるなどと言われたた

め

その他

(N=21)
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●性別に見ると、男性では「代替要員が不足しているため」が 46.2％で最も多く、女性では「育

児と仕事を両立しづらい職場風土、雰囲気であるため」が 42.9％で最も多くなっている。 

 

図表 取得できなかった理由－性別 

 

 

 

 

28.6%

14.3%

42.9%

28.6%

28.6%

0.0%

0.0%

14.3%

0.0%

28.6%

46.2%

30.8%

30.8%

23.1%

0.0%

7.7%

7.7%

0.0%

7.7%

15.4%

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

代替要員が不足しているため

休業の制度を利用することにより収入が減

ると、生活に困るため

育児と仕事を両立しづらい職場風土、雰囲

気であるため

上司や職場の同僚の理解が得られないため

育児休業・介護休業制度について、よく分

からないため

パートナーが取得し子育てを担当するの

で、自分は不要であるため

後のキャリア形成に影響しそうだったため

同じ仕事や職場に復帰できるめどがたたな

かったため

職場から、取得すると人事評価が不利にな

るなどと言われたため

その他

女性 (n=7) 男性 (n=13) どちらでもない (n=0)
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●制度を利用しやすくなるために必要なこととして、「職場の理解」が 83.6％で最も多く、「育

児休業・介護休業を取得しても、昇進・役職・給与に影響が出ないような環境を整えること」

が 50.5％、「育児休業・介護休業の際に仕事を引き継ぐことができる環境を整えること」が

48.2％となっている。 

 

図表 制度利用しやすくなるために必要なこと－全体 

 

 

 

 

 

 

問８ 育児休業や介護休業制度が今よりも利用しやすくなるためには、どのようなことが

必要だと思いますか。（○は３つまで） 

83.6%

23.5%

33.8%

48.2%

50.5%

13.8%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１ 職場の理解

２ 家族の理解

３ 男性は外で働き、女性は家事・育児をすべきという固定的

な性別役割分担意識の撤廃

４ 育児休業・介護休業の際に仕事を引き継ぐことができる環

境を整えること

５ 育児休業・介護休業を取得しても、昇進・役職・給与に影

響が出ないような環境を整えること

６ 育児・介護に関する知識の取得

７ その他

(N=911)
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●性別に見ると、どれも「職場の理解」が最も多く 8 割以上となっている。 

 

図表 制度利用しやすくなるために必要なこと－性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

83.0%

28.9%

37.7%

48.0%

50.0%

14.3%

2.5%

84.8%

16.0%

29.3%

50.4%

50.7%

14.1%

3.3%

83.3%

16.7%

25.0%

25.0%

66.7%

8.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

職場の理解

家族の理解

男性は外で働き、女性は家事・育児をすべきという固

定的な性別役割分担意識の撤廃

育児休業・介護休業の際に仕事を引き継ぐことができ

る環境を整えること

育児休業・介護休業を取得しても、昇進・役職・給与

に影響が出ないような環境を整えること

育児・介護に関する知識の取得

その他

女性 (n=512) 男性 (n=369) どちらでもない (n=12)
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（８）就労希望について 

 

 

 

 

●仕事をしていない人について、今後仕事を持ちたいかどうかをたずねたところ、「仕事をした

くない」が34.6％で最も多く、「どちらともいえない」が33.3％、「仕事をしたい」は22.7％と

なっている。 

 

図表 仕事したいか－全体 

 

 

 

●性別にみると、「仕事をしたくない」の割合は、女性より男性の方が10.6％多くなっている。 

●女性については、「仕事をしたくない」が31.3％で全体の割合より低く、「どちらともいえな

い」が34.7％、「仕事をしたい」は24.3％となっている。 

 

図表 仕事したいか－性別 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 就労されていない方におたずねします。 

問９－1 今後仕事をしたいと思いますか。（いずれか１つに○） 

24.3%

21.0%

50.0%

31.3%

41.9%

25.0%

34.7%

31.5%

0.0%

9.7%

5.6%

25.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=268)

男性 (n=124)

どちらともいえない (n=4)

仕事をしたい 仕事をしたくない どちらとも言えない 無回答

22.7%

34.6%

33.3%

9.3%

0.0% 20.0% 40.0%

仕事をしたい

仕事をしたくない

どちらとも言えない

無回答

(N=396)
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●今後、就労する上で不安や問題となることでは、「自分の体力・健康」が47.8％、「希望する

職種や仕事内容、処遇の会社が見つかるか」が43.3％、「必要な技術や知識が自分に十分にある

か、対応できるか」が36.7％、「希望する通勤時間・通勤距離での仕事が見つかるか」が30.0％

となっている。 

 

 

図表 今後、就業する上での不安や問題－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９－２ 問９－1 で「1 仕事をしたい」と回答した方におたずねします。 

あなたが今後、就労する上で、不安に思うことや問題になることは何ですか。（○は３つ

まで） 

11.1%

15.6%

14.4%

7.8%

10.0%

36.7%

21.1%

47.8%

31.1%

43.3%

30.0%

1.1%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

就職・再就職することについて、配偶者や家族の理解を

得られるか

配偶者や家族が家事・育児・介護等を分担してくれるか

子どもの預け先が見つかるか

自分が就職・再就職することによる子どもへの影響

家族の介護

必要な技術や知識が自分に十分あるか、対応できるか

離職期間が長いこと

自分の体力・健康

職場の人間関係

希望する職種や仕事内容、処遇の会社が見つかるか

希望する通勤時間・通勤距離での仕事が見つかるか

その他

無回答

(N=243)
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●性別にみると、男女間で特に差異が大きい項目としては、「離職期間が長いこと」、「配偶者や

家族が家事・育児・介護等を分担してくれるか」で差が 15％以上と極端に大きくなっている。 

●どちらでもないは、「職場の人間関係」が突出して多くなっている。 

 

図表 今後、就業する上での不安や問題－性別 

 

 

 

 

 

 

 

12.3%

20.0%

13.8%

10.8%

9.2%

40.0%

26.2%

44.6%

29.2%

43.1%

32.3%

0.0%

7.7%

3.8%

15.4%

0.0%

11.5%

30.8%

7.7%

57.7%

30.8%

50.0%

26.9%

3.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

50.0%

100.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

就職・再就職することについて、配偶者や家族の理解

を得られるか

配偶者や家族が家事・育児・介護等を分担してくれる

か

子どもの預け先が見つかるか

自分が就職・再就職することによる子どもへの影響

家族の介護

必要な技術や知識が自分に十分あるか、対応できるか

離職期間が長いこと

自分の体力・健康

職場の人間関係

希望する職種や仕事内容、処遇の会社が見つかるか

希望する通勤時間・通勤距離での仕事が見つかるか

その他

女性 (n=65) 男性 (n=26) どちらでもない (n=2)
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（９）性暴力について 

 

 

 

 

●「性暴力」に当たると考えるものとしては、「性的な嫌がらせを受けること」が 93.7％で最

も多く、「見たくない画像や動画を見せられること」が 75.4％、「相手の裸を見せられること」

が 69.6％、「体の特徴についてからかわれること」が 60.6％となっている。 

 

 

図表 「性暴力」に当たると考えるもの－全体 

 

問 10 あなたが「性暴力」に当たると考えるのはどれですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

93.7%

69.6%

19.8%

75.4%

60.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１ 性的な嫌がらせを受けること

２ 相手の裸を見せられること

３ 肩に手を置かれること

４ 見たくない画像や動画を見させられること

５ 体の特徴についてからかわれること

(N=911)
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●性別に見ると、「相手の裸を見せられること」は男女 18.4％の差となっているが、他の項目

では、大きな差は見られない。 

 

図表 「性暴力」に当たると考えるもの－性別 

 

 

 

 

 

 

 

95.5%

77.5%

21.1%

80.1%

63.5%

91.9%

59.1%

18.2%

69.6%

56.6%

100.0%

75.0%

25.0%

75.0%

66.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

性的な嫌がらせを受けること

相手の裸を見せられること

肩に手を置かれること

見たくない画像や動画を見させられること

体の特徴についてからかわれること

女性 (n=512) 男性 (n=369) どちらでもない (n=12)
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●ドメスティック・バイオレンスを受けて怖いと感じるような経験があったかどうかについて、

「一、二度あった」「何度もあった」の合計の割合をみると、「心理的・精神的暴力を受けた」

において12.1％と多く、「身体的暴力を受けた」が4.2％と続いている。 

 

図表 ドメスティック・バイオレンス経験の有無－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなたは、最近５年間で、配偶者（事実婚を含む）や交際相手から次のようなこ

と（ＤＶ、デートＤＶ）を受けて怖いと感じるような経験がありましたか。（それぞ

れいずれか１つに○） 

3.5%

8.1%

0.9%

1.4%

1.2%

0.7%

4.0%

0.7%

1.6%

0.5%

90.7%

82.8%

93.2%

91.8%

92.9%

5.2%

5.2%

5.3%

5.2%

5.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１ 身体的暴力を受けた

（なぐる、ける、物を投げつけるなど）

２ 心理的・精神的暴力を受けた

（あなたや家族をおどす、暴言をはく、長時間無視するなど）

３ 性的暴力を受けた（いやがっているのに性的な行為を強要する、

見たくないのにポルノビデオ等を見せるなど）

４ 経済的暴力を受けた

（金銭的な依存や強要、生活費を渡さないなど）

５ 社会的暴力を受けた（交友関係、

電話やメールを細かく監視・規制するなど）

(N=911)

一、二度あった 何度もあった なかった 無回答
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●性別にみると、いずれの項目においても「一、二度あった」や「何度もあった」との回答は、

「女性」が「男性」を上回っている。特に「心理的・精神的暴力を受けた（あなたや家族をお

どす、暴言をはく、長時間無視するなど）」は他の項目に比べ「一、二度あった」、「何度もあっ

た」の割合が多くなっている。 

 

図表 ドメスティック・バイオレンス経験の有無－性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）
一、二度

あった

何度も

あった
なかった 無回答

女性 4.5 0.8 88.7 6.1

男性 1.6 0.5 94.9 3.0

女性 10.4 5.7 77.9 6.1

男性 4.9 1.6 90.5 3.0

女性 1.4 1.2 91.2 6.3

男性 0.3 - 96.7 3.0

女性 1.4 2.7 89.6 6.3

男性 1.1 - 96.2 2.7

女性 1.4 1.0 91.2 6.4

男性 1.1 - 95.9 3.0

女性 (n=512) 男性 (n=369)

１　身体的暴力を受け

た（なぐる、ける、物

を投げつけるなど）

２　心理的・精神的暴

力を受けた（あなたや

家族をおどす、暴言を

はく、長時間無視する

３　性的暴力を受けた

（いやがっているのに

性的な行為を強要す

る、見たくないのにポ

ルノビデオ等を見せる

など）４　経済的暴力を受け

た（金銭的な依存や強

要、生活費を渡さない

など）

５　社会的暴力を受け

た（交友関係、電話や

メールを細かく監視・

規制するなど）
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（10）ドメスティック・バイオレンスの相談窓口 

 

 

 

 

●知っている相談窓口をたずねたところ「生駒市男女共同参画プラザ」が32.7％と最も多くなっ

ており、「女性の人権ホットライン（法務局・地方法務局）・人権擁護委員」が21.3％などとなっ

ている。 

 

図表 知っているドメスティック・バイオレンスの相談窓口－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 女性に対する暴力や様々な悩みなどに関する相談窓口などについて、あなたが知っ

ているものを選んでください。（あてはまるものすべてに〇） 

32.7%

17.5%

15.8%

7.4%

5.7%

11.1%

21.3%

9.5%

0.0% 20.0% 40.0%

生駒市男女共同参画プラザ

奈良県女性センター

奈良県中央こども家庭相談センター（配偶者暴力相談支援センター）

奈良県性暴力被害者サポートセンター(愛称：NARAハート)

なら犯罪被害者支援センター・性暴力被害専用相談電話（SARASA）

警察署のナポくん相談コーナー

女性の人権ホットライン（法務局・地方法務局）・人権擁護委員

DV相談ナビ（#8008）

(N=243)(N=243)



 31 

●性別にみると、「奈良県女性センター」では女性が 23.0％対し、男性が 10.6％で男女差が大

きくなっている。 

 

図表 知っているドメスティック・バイオレンスの相談窓口－性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.0%

23.0%

18.0%

7.0%

4.5%

9.0%

23.2%

10.4%

35.0%

10.6%

13.3%

8.4%

7.9%

14.6%

19.0%

8.7%

16.7%

8.3%

8.3%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

8.3%

0.0% 20.0% 40.0%

生駒市男女共同参画プラザ

奈良県女性センター

奈良県中央こども家庭相談センター（配偶

者暴力相談支援センター）

奈良県性暴力被害者サポートセンター( 愛

称：NARAハート) 

なら犯罪被害者支援センター・性暴力被害

専用相談電話（SARASA）

警察署のナポくん相談コーナー

女性の人権ホットライン（法務局・地方法

務局）・人権擁護委員

DV相談ナビ（#8008 ）

女性 (n=512) 男性 (n=369) どちらでもない (n=12)
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（11）生駒市の政策等について 

 

 

 

 

 

●生駒市の政策に女性の意見がどの程度反映されているかでは、「わからない」が 51.3％と半

数にのぼっている。次いで「ある程度反映されている」が 27.4％で、「十分反映されている」

の 2.5％と合わせると「反映されている」との意見が 29.9％で、「あまり反映されていない」と

「ほとんど反映されていない」を合わせた「反映されていない」の 17.2％を上回っている。 

●前回までの調査と比較すると、「十分反映されている」「ある程度反映されている」の割合は、

回数を重ねるごとに増加している。 

 

図表 生駒市の政策への女性の意見の反映状況－全体 

 

 

●性別にみると、どの項目でも男女間に大きな差は見られない。 

 

図表 生駒市の政策への女性の意見の反映状況－性別 

 

 

 

 

 

問13 生駒市の政策等についておたずねします。 

問13－１あなたは、現在の生駒市の政策に女性の意見がどの程度反映されていると思いま

すか。（いずれか１つに○） 

2.5%

2.7%

0.0%

28.3%

27.4%

16.7%

13.7%

15.7%

8.3%

2.7%

2.2%

8.3%

51.6%

50.9%

66.7%

1.2%

1.1%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらともいえない (n=12)

十分反映されている ある程度反映されている

あまり反映されていない ほとんど反映されていない

わからない 無回答

2.5%

1.4%

1.1%

27.4%

23.7%

21.1%

14.7%

13.7%

13.0%

2.5%

4.6%

4.4%

51.3%

50.9%

57.6%

1.5%

5.7%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回調査(N=911)

H25年調査(N=1401)

H15年調査(N=1317)

１ 十分反映されている ２ ある程度反映されている
３ あまり反映されていない ４ ほとんど反映されていない
５ わからない 無回答
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（12）女性の意見が反映されていない理由 

 

 

 

 

 

 

●女性の意見が反映されていない理由では、「議会や行政機関、審議会など政策・方針決定の場

に女性が少ないから」が68.8％、「男性優位の組織運営だから」が59.2％、「女性の意見や考え

方に対して、議会や行政機関の側の関心がうすいから」が45.9％などとなっている。 

●前回調査と比較すると、「議会や行政機関、審議会など政策・方針決定の場に女性が少ないか

ら」が46.5％から68.8％と大幅に増加している。逆に、「女性が学び、能力を高める機会が十分

でないから」が30.1％から19.1％に大きく減少している。 

 

図表 女性の意見が反映されていない理由－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13－２ 前問で「３ あまり反映されていない」「４ ほとんど反映されていない」と

答えられた方におたずねします。 

 生駒市の政策に女性の意見が反映されていないのは、主にどのような理由からだと思い

ますか。（○は３つまで） 

68.8%

45.9%

19.1%

59.2%

24.2%

3.8%

3.2%

46.5 

45.7 

30.1 

50.4 

30.1 

3.9

2.7

59.0 

48.0 

28.8 

50.7 

27.5 

3.5

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１ 議会や行政機関、審議会など政策・方針決定の場

に女性が少ないから

２ 女性の意見や考え方に対して、議会や行政機関の

側の関心がうすいから

３ 女性が学び、能力を高める機会が十分でないから

４ 男性優位の組織運営だから

５ 女性の側の積極性が十分でないから

６ その他

７ わからない

今回調査(N=157)

H25年調査(N=256)

H15年調査(N=229)
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●性別にみると、「女性の意見や考え方に対して、議会や行政機関の側の関心がうすいから」や

「女性が学び、能力を高める機会が十分でないから」は「女性」のほうが「男性」を上回って

多くなっている。 

 

図表 女性の意見が反映されていない理由－性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.3%

50.0%

22.6%

54.8%

22.6%

4.8%

2.4%

75.8%

40.9%

13.6%

66.7%

25.8%

3.0%

1.5%

50.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

議会や行政機関、審議会など政策・方針決

定の場に女性が少ないから

女性の意見や考え方に対して、議会や行政

機関の側の関心がうすいから

女性が学び、能力を高める機会が十分でな

いから

男性優位の組織運営だから

女性の側の積極性が十分でないから

その他

わからない

女性 (n=84) 男性 (n=66) どちらでもない (n=2)
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（13）男性が参画していくために必要な事項 

 

 

 

 

●今後、男性が女性と共に家事、子育てや教育、介護、地域活動に積極的に参画していくため

に必要な事項としては、「企業において、労働時間の短縮や育児休業・介護休業の利用しやすい

環境をつくること」が60.7％、「男女の役割分担についての社会通念や慣習を改めること」が

49.0％、「夫婦等の間で家事などの分担をするように十分話し合うこと」が32.4％などとなって

いる。 

●前回調査と比較すると、「男女の役割分担についての社会通念や慣習を改めること」と「企業

において、労働時間の短縮や育児休業・介護休業の利用しやすい環境をつくること」が増加し

ており、他の項目においては大きな差は見られない。 

 

 

図表 男性が参画していくために必要な事項－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14 今後、男性が女性と共に家事、子育てや教育、介護、地域活動に積極的に参画して

いくためには、どのようなことが必要だと思いますか。（○は３つまで） 

49.0%

21.7%

60.7%

32.4%

21.4%

22.2%

18.3%

5.7%

27.0%

2.9%

1.6%

38.1 

18.3 

48.8 

31.5 

20.7 

19.6

19.8

6.9

26.1

2.5

3.4

46.5 

20.1 

53.2 

34.7 

20.9 

19.1

23.1

6.8

24.3

2.1

3.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１ 男女の役割分担についての社会通念や慣習を改めるこ

と

２ 仕事と家庭の両立を支援するための情報提供・相談体

制を整備すること

３ 企業において、労働時間の短縮や育児休業・介護休業

の利用しやすい環境をつくること

４ 夫婦等の間で家事などの分担をするように十分話し合

うこと

５ 家事などを男女で分担するようなしつけや育て方を、

子どもに対してすること

６ 男性の仕事中心の生き方、考え方を改めること

７ 男性が家事や子育てなどに対する抵抗感をなくすこと

８ 男性の生活面での自立を促すように女性が協力するこ

と

９ 男性が家事、子育てや介護などについての知識や方法

を身につけること

10  その他

11  わからない

今回調査(N=911)

H25年調査(N=1401)

H15年調査(N=1317)
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●性別にみると、「男性が家事、子育てや介護などについての知識や方法を身につけること」で

「女性」のほうが「男性」よりも 13.7％多く、他の項目では男女で大きな差は見られない。 

 

図表 男性が参画していくために必要な事項－性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.7%

19.9%

62.9%

32.0%

24.2%

21.7%

19.3%

6.6%

33.2%

1.6%

0.6%

52.0%

23.8%

58.8%

33.6%

17.9%

22.8%

16.3%

4.6%

19.5%

4.3%

2.2%

25.0%

41.7%

58.3%

25.0%

8.3%

25.0%

41.7%

0.0%

8.3%

8.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

男女の役割分担についての社会通念や慣習を改めること

仕事と家庭の両立を支援するための情報提供・相談体制

を整備すること

企業において、労働時間の短縮や育児休業・介護休業の

利用しやすい環境をつくること

夫婦等の間で家事などの分担をするように十分話し合う

こと

家事などを男女で分担するようなしつけや育て方を、子

どもに対してすること

男性の仕事中心の生き方、考え方を改めること

男性が家事や子育てなどに対する抵抗感をなくすこと

男性の生活面での自立を促すように女性が協力すること

男性が家事、子育てや介護などについての知識や方法を

身につけること

その他

わからない

女性 (n=512) 男性 (n=369) どちらでもない (n=12)
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（14）生駒市が力を入れていくべき施策 

 

 

 

 

●生駒市が力を入れていくべき施策では、「保育、介護の施設・サービスを充実する」が46.0％

と最も多く、次いで「学校教育や生涯学習の場で男女平等についての学習を充実する」が39.4％、

「雇用や職場における男女の賃金格差の是正や女性の労働条件の改善を促進する」が32.7％、

「男性の生活面での自立や家事、地域活動への参加意識を高める」が26.3％などとなっている。 

●前回調査と比較すると、「学校教育や生涯学習の場で男女平等についての学習を充実する」は

前回の31.4％から39.4％と増加し、「女性の就労機会を増やしたり、新しい分野への女性の進出

を促進するための職業教育を充実する」は29.6％から22.2％へと減少している。 

 

図表 生駒市が力を入れていくべき施策－全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 男女共同参画社会をつくるために、生駒市ではどのような施策に力を入れていくべ

きだと思いますか。（○は３つまで） 

13.5%

39.4%

26.3%

46.0%

16.9%

8.7%

18.6%

6.6%

22.2%

32.7%

6.0%

1.0%

3.4%

4.6%

10.8 

31.4 

27.1 

45.4 

16.6 

5.9

17.6

5.1

29.6

31.8

8.1

3.4

2.5

5.4

18.5 

32.8 

18.2 

48.8 

21.7 

7.6

28.8

32.5

10.3

3

0.8

7.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

１ 広報紙やパンフレットなどで男女の平等と相互の理解や協力

について啓発を行う

２ 学校教育や生涯学習の場で男女平等についての学習を充実す

る

３ 男性の生活面での自立や家事、地域活動への参加意識を高め

る

４ 保育、介護の施設・サービスを充実する

５ 審議会や委員会など、市の政策や方針決定の場へ女性を積極

的に起用する

６ 各種団体の女性リーダーを養成する

７ 市民の声を聞きながら、市と市民が協働して問題解決にあた

る

８ 各種団体とのネットワークをつくり、連携を強化する

９ 女性の就労機会を増やしたり、新しい分野への女性の進出を

促進するための職業教育を充実する

10 雇用や職場における男女の賃金格差の是正や女性の労働条件

の改善を促進する

11 ドメスティック・バイオレンス※など女性に対する暴力を根

絶する

12 特にない

13 その他

14 わからない

今回調査(N=911)

H25年調査(N=1401)

H15年調査(N=1317)
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●性別にみると、「男性の生活面での自立や家事、地域活動への参加意識を高める」では、「女

性」の30.3％に対して「男性」は21.4％と差異が大きく、女性は男性の家事労働における自立

や地域活動への積極的な関与が必要と考えている。「保育、介護の施設・サービスを充実する」

では、「どちらでもない」が多くなっている。それ以外の項目で、男女間での大きな傾向に差異

はみられない。 

 

図表 生駒市が力を入れていくべき施策－性別 

 

 
11.3%

40.4%

30.3%

47.1%

16.4%

7.4%

17.4%

6.4%

22.5%

33.4%

6.4%

0.4%

2.3%

4.1%

17.1%

38.5%

21.4%

44.2%

17.9%

10.6%

20.9%

7.0%

21.7%

31.4%

5.4%

1.9%

4.9%

3.5%

0.0%

33.3%

25.0%

66.7%

0.0%

0.0%

16.7%

8.3%

25.0%

41.7%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

広報紙やパンフレットなどで男女の平等と相互の理

解や協力について啓発を行う

学校教育や生涯学習の場で男女平等についての学習

を充実する

男性の生活面での自立や家事、地域活動への参加意

識を高める

保育、介護の施設・サービスを充実する

審議会や委員会など、市の政策や方針決定の場へ女

性を積極的に起用する

各種団体の女性リーダーを養成する

市民の声を聞きながら、市と市民が協働して問題解

決にあたる

各種団体とのネットワークをつくり、連携を強化す

る

女性の就労機会を増やしたり、新しい分野への女性

の進出を促進するための職業教育を充実する

雇用や職場における男女の賃金格差の是正や女性の

労働条件の改善を促進する

ドメスティック・バイオレンス※など女性に対する

暴力を根絶する

特にない

その他

わからない

女性 (n=512) 男性 (n=369) どちらでもない (n=12)
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（1５）自由記述 
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２．回答者の属性 

 

（１）性別 

 

●回答者の性別では、「女性」が56.2％で、「男性」が40.5％となっている。 

●前回（Ｈ25）調査と大きな差異はなかった。 

 

図表 性別－経年変化 

56.2%

56.0%

56.3%

40.5%

40.9%

43.1%

1.3% 2.0%

3.1%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回調査

(N=911)

H25年調査

(N=1,401)

H15年調査

(N=1,317)

女性 男性 どちらでもない 無回答

 
 

●年齢別にみると、どの年代も男女では大きな差異は見られなかった。 

 

図表 性別－年齢別 

 

1.6%

2.7%

8.3%

5.9%

3.5%

8.3%

9.8%

8.9%

25.0%

14.8%

13.6%

41.7%

18.9%

20.3%

16.7%

19.7%

19.0%

0.0%

28.9%

32.0% 0.0%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらともいえない (n=12)

16歳～19歳 20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳

50歳～59歳 60歳～69歳 70歳以上 無回答



 41 

（２）年齢 

 

●回答者の年齢は、「70歳以上」が29.2％で最も多く、以下「50歳～59歳」の19.1％、「60歳～

69歳」の18.8％などとなっている。「50歳以上」で67.1％と約7割となる。 

 

図表 年齢 

 

2.1%

4.8%

9.4%

14.5%

19.1%

18.8%

29.2%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0%

16歳～19歳

20歳～29歳

30歳～39歳

40歳～49歳

50歳～59歳

60歳～69歳

70歳以上

無回答

(N=911)

 
 

●年齢別にみると、「20歳～29歳」では女性が68.2％、男性が29.5％で女性の割合が多くなって

いる。 

 

図表 年齢－性別 

55.6%

59.1%

55.7%

57.6%

58.1%

68.2%

42.1%

44.4%

40.9%

43.1%

37.9%

38.4%

29.5%

52.6%

0.0%

0.0%

1.1%

3.8%

3.5%

2.3%

5.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

70歳以上(N=266)

60歳～69歳(N=171)

50歳～59歳(N=174)

40歳～49歳(N=132)

30歳～39歳(N=86)

20歳～29歳(N=44)

16歳～19歳(N=19)

１ 女性 ２ 男性 ３ どちらともいえない、または答えたくない
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（３）職業 

 

●職業は、「役員を含む、正規の職員・従業員」が30.8％、「主婦・主夫」が21.5％「無職」が

18.1％などとなっている。 

 

図表 職業 

30.8%

17.5%

4.1%

1.4%

21.5%

3.8%

18.1%

0.5%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0%

役員を含む、正規の職員・従業員

期間従業員、契約社員、派遣社員を含む、非正規の職員・従業員

自分で、または共同で事業を営んでいる自営業主、自由業

家族従業者・家族が営んでいる事業を手伝っている者

主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答

(N=911)

 

 

●性別にみると、女性は、「主婦・主夫」が37.5％と約4割を占めている。男性は「役員を含む、

正規の職員、従業員」が46.3％、「無職」が28.7％と多くなっている。 

 

図表 職業－性別 

 

 

 

 

 

 

20.1%

46.3%

50.0%

22.3%

11.9%

8.3%

2.1%

7.0%

0.0%

2.3%

0.3%

0.0%

37.5%

0.8%

8.3%

3.5%

4.1%

16.7%

11.3%

28.7%

8.3%

0.6%

0.5%

0.0%

0.2%

0.3%8.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらともいえない (n=12)

役員を含む、正規の職員・従業員
期間従業員、契約社員、派遣社員を含む、非正規の職員・従業員
自分で、または共同で事業を営んでいる自営業主、自由業
家族従業者・家族が営んでいる事業を手伝っている者
主婦・主夫
学生
無職
その他
無回答
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●年齢別にみると、「16歳～19歳」は「学生」が100.0％となっている。「20歳代～50歳代」では

「役員を含む、正規の職員・従業員」が５割～６割前後で最も多くなっている。「60歳代以上」

になると「主婦・主夫」や「無職」が増加している。 

 

 

図表 職業－年齢別 

4.5%

14.6%

45.4%

67.4%

61.6%

52.3%

8.6%

31.0%

25.9%

15.9%

15.1%

9.1%

3.4%

5.8%

4.6%

4.5%

4.7%

0.8%

2.3%

2.9%

0.8%

1.2%

36.8%

27.5%

14.9%

7.6%

14.0%

2.3%

0.6%

34.1%

100.0%

45.1%

18.1%

5.2%

1.5%

2.3%

2.3%

0.4%

0.6%

0.6%

1.5%

0.4%

0.8%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

70歳以上(N=266)

60歳～69歳(N=171)

50歳～59歳(N=174)

40歳～49歳(N=132)

30歳～39歳(N=86)

20歳～29歳(N=44)

16歳～19歳(N=19)

役員を含む、正規の職員・従業員
期間従業員、契約社員、派遣社員を含む、非正規の職員・従業員
自分で、または共同で事業を営んでいる自営業主、自由業
家族従業者・家族が営んでいる事業を手伝っている者
主婦・主夫
学生
無職
その他
無回答  
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（４）居住年数 

 

●居住年数は、「20年以上」が66.6％と6割以上を占めている。 

 

 

図表 居住年数 

 

1.8%

3.2%

3.0%

6.5%

17.0%

66.6%

2.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上１０年未満

１０年以上２０年未満

２０年以上

無回答

(N=911)

 

 

●性別にみても、違いはなく、「20年以上」が6割以上となっている。 

 

図表 居住年数－性別 

 

 

 

 

1.4%

2.4%

0.0%

3.1%

3.5%

0.0%

3.5%

2.4%

0.0%

6.8%

6.0%

8.3%

18.0%

16.3%

25.0%

67.0%

69.4%

66.7%

0.2%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらともいえない (n=12)

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上

無回答
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●年齢別にみると、「１年未満」や「１年以上３年未満」は「20歳代」や「30歳代」で多くなっ

ている。「50代以上」は「20年以上」が6割以上となっている。 

 

図表 居住年数－年齢別 

 

0.4%

1.8%

1.1%

1.5%

5.8%

6.8%

2.9%

0.6%

3.0%

14.0%

15.9%

0.4%

0.6%

1.1%

3.8%

15.1%

9.1%

1.1%

1.8%

2.9%

15.9%

25.6%

11.4%

4.1%

5.3%

30.5%

37.1%

10.5%

11.4%

100.0%

94.0%

87.7%

63.8%

38.6%

27.9%

45.5%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

70歳以上(N=266)

60歳～69歳(N=171)

50歳～59歳(N=174)

40歳～49歳(N=132)

30歳～39歳(N=86)

20歳～29歳(N=44)

16歳～19歳(N=19)

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上１０年未満 １０年以上２０年未満 ２０年以上

無回答
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（５）結婚の有無 

 

●結婚の有無は、「結婚している」が77.6％となっている。 

 

図表 結婚の有無 

 

77.6%

7.9%

12.4%

2.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

結婚（事実婚を含む）している

現在は配偶者等がいない（離婚・離別・死別など）

結婚したことがない

無回答

(N=911)

 
 

 

●性別にみると、男性の方が「結婚している」が8.8％多く、女性は「現在は配偶者等がいない

（離婚・離別・死別など）」が男性より8.0％多くなっている。 

 

図表 結婚の有無－性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.6%

84.8%

58.3%

11.5%

3.5%

0.0%

12.7%

11.7%

41.7%

0.2%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=512)

男性 (n=369)

どちらともいえない (n=12)

結婚（事実婚を含む）している

現在は配偶者等がいない（離婚・離別・死別など）

結婚したことがない

無回答
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●年齢別にみると、「結婚している」は「30歳代以上」で７割以上と増加している。 

 

図表 結婚の有無－年齢別 

 

82.7%

88.3%

86.8%

81.1%

77.9%

20.5%

16.2%

7.6%

2.9%

6.1%

1.2%

4.5%

1.1%

4.1%

9.8%

12.9%

19.8%

75.0%

100.0%

0.6%

1.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

70歳以上(N=266)

60歳～69歳(N=171)

50歳～59歳(N=174)

40歳～49歳(N=132)

30歳～39歳(N=86)

20歳～29歳(N=44)

16歳～19歳(N=19)

結婚（事実婚を含む）している
現在は配偶者等がいない（離婚・離別・死別など）
結婚したことがない
無回答
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（６）配偶者の職業 

 

●職業は、「正社員・正職員」が36.2％、「無職」が20.1％、「主婦・主夫」が18.5％などとなっ

ている。 

 

図表 職業 

36.2%

15.1%

5.4%

1.1%

18.5%

0.0%

20.1%

2.4%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

役員を含む、正規の職員・従業員

期間従業員、契約社員、派遣社員を含む、非正規の職員・…

自分で、または共同で事業を営んでいる自営業主、自由業

家族従業者・家族が営んでいる事業を手伝っている者

主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答

(N=707)

 
 

●性別にみると、「女性」の配偶者では「正社員・正職員（常勤）」が51.4％で最も多く、「男性」

の配偶者では「主婦・主夫」が34.2％、「期間従業員、契約社員、派遣社員を含む、非正規の職

員・従業員」が22.0％と多くなっている。 

 

図表 職業－性別 

 

 

 

 

 

 

51.4%

17.9%

14.3%

9.3%

22.0%

28.6%

7.2%

3.2%

0.0%

0.3%

2.2%

0.0%

5.4%

34.2%

42.9%

0.0%

0.0%

0.0%

23.5%

16.3%

0.0%

2.1%

2.6%

14.3%

0.8%

1.6%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

女性 (n=387)

男性 (n=313)

どちらともいえない (n=12)

役員を含む、正規の職員・従業員

期間従業員、契約社員、派遣社員を含む、非正規の職員・従業員

自分で、または共同で事業を営んでいる自営業主、自由業

家族従業者・家族が営んでいる事業を手伝っている者

主婦・主夫

学生

無職

その他

無回答
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●年齢別にみると、「20歳代～50歳代」では「正社員・正職員（常勤）」が５割～８割前後で最

も多くなっている。「60歳代以上」になると「主婦・主夫」や「無職」が増加している。 

 

図表 職業－年齢別 

7.3%

23.8%

51.0%

65.4%

73.1%

77.8%

0.0%

6.8%

19.9%

25.8%

13.1%

13.4%

6.4%
5.3%

7.3%

3.7%

1.5%

1.4%

2.6%

0.7%

29.1%

17.9%

9.9%

15.9%

11.9%

0.0%

44.5%

25.8%

2.6%

11.1%

3.6%

4.0%

0.7%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

70歳以上(N=220)

60歳～69歳(N=151)

50歳～59歳(N=151)

40歳～49歳(N=107)

30歳～39歳(N=67)

20歳～29歳(N=9)

16歳～19歳(N=0)

役員を含む、正規の職員・従業員
期間従業員、契約社員、派遣社員を含む、非正規の職員・従業員
自分で、または共同で事業を営んでいる自営業主、自由業
家族従業者・家族が営んでいる事業を手伝っている者
主婦・主夫
学生
無職
その他
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（７）同居の家族構成 

 

●同居家族は、「配偶者」が74.2％で最も多く、次いで「子ども」の40.8％、「親」の15.0％な

どとなっている。 

 

図表 同居の家族構成 

 

15.0%

74.2%

0.1%

40.8%

1.2%

5.4%

0.9%

6.5%

1.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親（実親・義理の親）

配偶者（事実婚を含む）

同性パートナー

子ども

祖父母

兄弟・姉妹

その他の親族

ひとり暮らし

その他

無回答

(N=911)
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●性別にみると、男女とも差異はみられず、「配偶者」が多くなっている。 

 

図表 同居の家族構成－性別 

14.3%

72.3%

0.0%

42.0%

1.0%

4.9%

1.2%

8.6%

1.4%

1.2%

16.3%

81.6%

0.0%

40.9%

1.6%

6.0%

0.5%

3.8%

0.8%

0.3%

33.3%

33.3%

8.3%

41.7%

0.0%

16.7%

0.0%

8.3%

8.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親（実親・義理の親）

配偶者（事実婚を含む）

同性パートナー

子ども

祖父母

兄弟・姉妹

その他の親族

ひとり暮らし

その他

無回答

女性 (n=512) 男性 (n=369) どちらともいえない (n=12)
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●年齢別にみると、「10 歳代」や「20 歳代」では「親」や「兄弟」が多くなっている。「30 歳

代以上」になると「配偶者」が多くなっている。 

●「30 歳代」から「50 歳代」では「子ども」との同居も多くみられる。 

 

図表 同居の家族構成－年齢別 

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

10.5%

78.9%

0.0%

0.0%

0.0%

68.2%

20.5%

0.0%

6.8%

13.6%

36.4%

2.3%

9.1%

4.5%

23.3%

75.6%

1.2%

65.1%

1.2%

8.1%

0.0%

3.5%

0.0%

16.7%

76.5%

0.0%

74.2%

0.8%

2.3%

0.0%

3.8%

1.5%

13.8%

81.6%

0.0%

56.9%

0.6%

2.3%

0.6%

5.2%

0.0%

8.8%

85.4%

0.0%

29.8%

0.0%

0.6%

1.2%

5.8%

0.6%

2.6%

79.3%

0.0%

23.7%

0.0%

1.1%

1.5%

10.5%

2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親（実親・義理の親）

配偶者（事実婚を含む）

同性パートナー

子ども

祖父母

兄弟・姉妹

その他の親族

ひとり暮らし

その他

16歳～19歳(N=19)

20歳～29歳(N=44)

30歳～39歳(N=86)

40歳～49歳(N=132)

50歳～59歳(N=174)

60歳～69歳(N=171)

70歳以上(N=266)
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